
1
面

鎌
倉
朝
日
３
面

鎌
倉
朝
日
２
面

朝日新聞の購読料は
口座振替で
・手数料は一切不要
・手続き簡単

ＡＳＡ

詳しくは最寄りの
ＡＳＡへお問合せ
・専業従業員
・婦人パート
・学生アルバイ

従業員募集
　

鎌
倉
朝
日

　　　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　　　
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

　
　
　
長
谷
一
―
一
―
九

 

☎
22
―
３
２
３
６

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

　
　
　
常
盤
二
四
七
―
二

 

☎
31
―
１
４
４
４

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

　
　
　
玉
繩
一
―
一
四
―
一

 

☎
46
―
６
０
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
・
北
鎌
倉

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ 

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
中
央

　
藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
26
―
３
４
３
１

Ａ
Ｓ
Ａ
湘
南
鵠
沼

　
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
34
―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子
・
追
浜

　
横
須
賀
市
浦
郷
町
二
―
六
八

 

☎
０
４
６
―
８
８
４
―
４
０
６
６

Ａ
Ｓ
Ａ
葉
山

　
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
八
◯
八

 

☎
０
４
６
―
８
７
５
―
０
５
１
５

Ａ
Ｓ
Ａ
金
沢
八
景

　
横
浜
市
金
沢
区
六
浦
三
―

一
―
一
〇

 

☎
０
４
５
―
７
０
１
―
８
６
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
北
部

　
横
浜
市
栄
区
笠
間
四
―
一
一
―
九

 

☎
０
４
５
―
８
９
１
―
０
９
８
６

●ペット紹介　写真・
紹介文と住所、氏名、
☎明記。掲載後写真を
カレンダーにして贈呈。
info@kamakura-asahi.com
●歌壇・俳壇　
ハガキ１枚に３首（句）
まで。同じ面に住所、氏
名、☎を明記。１面題
字下住所の鎌倉朝日へ。

≪投稿募集≫Ｙ
字
路
の
あ
の
道
行
け
ば
今
ど
こ
に
遠
き
あ
の
日
の
春
の
決
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
　
鳴
海
　
紀
政

　
選
ば
な
か
っ
た
決
断
の
時
を
懐
か
し
く
思
う
。
結
句
が
い
い
。

白
シ
ャ
ツ
に
紺
の
ブ
レ
ザ
ー
・
ス
カ
ー
ト
で
面
差
し
キ
リ
リ
と
入

学
し
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
山
町
　
近
藤
美
知
子

　
女
子
中
学
生
か
高
校
生
か
。
意
志
的
な
面
差
し
が
さ
わ
や
か
。

桜
ば
な
夕
陽
に
と
け
る
神
域
に
綿
帽
子
着
る
花
嫁
と
遇
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
縄
　
杉
山
ま
す
ゑ

　
白
々
と
咲
き
闌
け
た
桜
。
花
嫁
の
出
現
が
幻
想
的
な
雰
囲
気
。

四
月
か
ら
退
職
代
行
多
忙
と
か
石
の
上
な
ど
誰
も
す
わ
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
船
　
小
笹
岐
美
子

こ
れ
以
上
何
望
む
か
と
言
い
き
か
す
窓
に
若
葉
の
ゆ
れ
こ
ま
や
か
に

 

藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

星
に
な
り
消
え
る
命
ぞ
タ
ン
ポ
ポ
の
宇
宙
は
ま
こ
と
美は

し
き
完
成

 

小
袋
谷
　
眞
壁
　
英
子

江
ノ
電
は
満
員
道
は
渋
滞
の
大
型
連
休
テ
レ
ビ
に
遊
ぶ

 

片
瀬
　
中
村
　
　
喬

経
を
読
む
老
い
も
若
き
も
口
パ
ク
で
和
尚
の
読
経
に
祖
先
の
供
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
広
　
内
海
貴
代
久

混
ん
で
い
る
鎌
倉
脱
出
早
起
き
し
薔
薇
の
花
咲
く
横
浜
山
手
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
比
ガ
浜
　
佐
武
　
亜
喜

燕か
き

子つ

花ば
た

ビ
ル
の
谷
間
の
庭
園
に
屏
風
絵
写
し
咲
き
揃
い
た
り 

 

藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

あ
た
し
ら
の
場
所
よ
と
言
っ
て
オ
レ
ン
ジ
に
花
壇
を
染
め
る
な
が

み
ひ
な
げ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
藤
本
　
和
音

〈
天
〉伏
せ
舟
の
ペ
ン
キ
の
匂
ひ
夏
来
た
る 

腰
越
　
石
井
　
玄
哉

　
い
か
に
も
夏
の
日
の
好
天
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
伏
せ
舟
は
普
段
使

わ
な
い
船
だ
が
ペ
ン
キ
は
塗
る
。
季
題
が
効
い
て
い
る
。

〈
地
〉門
川
に
雑
魚
を
追
ふ
子
ら
夏
隣 

山
ノ
内
　
高
橋
　
　
仁

　
何
で
も
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
も
う
す
ぐ
夏
だ
と
い
う
期
待
感
が

あ
っ
た
。
中
七
の
切
れ
字
が
効
果
的
。

〈
人
〉ギ
タ
ー
背
に
春
風
を
背
に
少
女
ゆ
く 

葉
山
町
　
大
塚
喜
代
子

　「
背
」
の
リ
フ
レ
イ
ン
が
心
地
よ
い
作
品
。
成
長
し
て
ゆ
く
少
女
の

背
中
が
よ
く
現
れ
て
い
た
。

飛
花
落
花
海
風
抜
け
る
段
葛 

腰
越
　
松
原
　
　
薫

　
段
葛
は
鶴
岡
八
幡
宮
の
参
道
。
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
上
手
く
省
略

し
て
風
情
の
あ
る
も
の
に
な
っ
た
。

リ
ラ
咲
け
ば
北
の
大
地
の
旅
情
か
な 

台
　
黒
岩
　
伸
幸

　
北
海
道
は
今
頃
ラ
イ
ラ
ッ
ク
の
天
下
に
な
っ
て
い
る
は
ず
。
私
も

何
度
も
行
っ
て
い
る
が
旅
情
は
格
別
な
も
の
が
あ
る
。

お
茶
好
き
の
父
に
供
へ
る
宇
治
新
茶 

大
船
　
添
田
　
洋
子

　
宇
治
の
新
茶
は
喉
ご
し
が
よ
く
、
歴
史
も
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。

亡
き
父
へ
の
何
よ
り
の
供
え
物
だ
。

菜
の
花
の
器
に
映
え
て
虚
子
忌
か
な 

腰
越
　
吉
田
　
昭
子

花
吹
雪
卆
寿
の
友
の
髪
飾
る 

山
崎
　
篠
田
つ
ゝ
み

春
眠
や
程
良
き
目
覚
め
風
渡
る 

腰
越
　
小
河
　
哲
美

海
棠
の
花
は
葉
と
な
り
能
楽
堂 

城
廻
　
増
田
　
陽
子

花
雲
エ
イ
ト
の
目
指
す
桜
橋 

寺
分
　
松
本
　
賢
悟

花
吹
雪
身
体
に
ま
と
い
時
忘
れ 

手
広
　
高
口
　
道
宏

薄
墨
の
空
に
溶
け
入
る
桜
か
な 

材
木
座
　
羽
賀
　
一
男

天
の
母
今
年
は
色
無
き
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン 

材
木
座
　
羽
賀
　
潔
子

靖
国
の
桜
満
開
兵

ぶ 

逗
子
市
　
西
尾
美
智
子

つ
ば
め
待
つ
一
直
線
に
あ
こ
が
れ
て 

藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

江
の
島
や
雨
に
明
る
き
花
と
べ
ら 

片
瀬
　
中
村
　
　
喬

一
枝
を
手
折
る
山
吹
並
び
咲
く 

藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

雲
の
峰
風
の
海
な
る
改
札
口 

横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選

セ
ン
タ
ー
20
日
17
時
半
。

▽
ソ
ン
ベ
カ
フ
ェ
25
日
16

時
半
。
各
大
人
５
百
円
、

中
学
生
以
下
無
料
。
要
予
約
。

渡
邉
方
☎
０
９
０・
５
１
９
９
・

１
６
５
４ fl atcafekam

aku
ra@gmail.com

▼
大
町
商
店
会
「
献
血
運
動
」

　
６
月
５
日
10
〜
12
時
・
13

時
15
分
〜
15
時
半
、
鎌
倉
・

安
養
院
駐
車
場
。
健
康
チ
ェ
ッ

ク
と
「
お
野
菜
い
っ
ぱ
い
袋
」

贈
呈
。
日
本
赤
十
字
社
☎

０
４
５
・
８
３
４
・
４
６
１
９

▼
漁
協
の
朝
市

▽
腰
越
　
６
月
５
・
19
日
10

時
〜
売
切
れ
次
第
終
了
。
腰

越
漁
協
事
務
所
前
。

▽
湘
南 

鎌
倉
支
所
　
６
月
１

日
10
時
、
鎌
倉
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
駐
車
場
☎
22
・
３
４
０
３

▼
第
９
回
ふ
じ
さ
わ
せ
っ
け

ん
ま
つ
り

　
６
月
７
日
10
〜
15
時
、
藤

沢
市
民
会
館
。
せ
っ
け
ん
の

販
売
、
バ
ス
ボ
ム
作
り
、
ハ

ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ク
イ
ズ

な
ど
。
無
料
。
主
催
は
藤
沢

市
せ
っ
け
ん
推
進
協
議
会
。

▼
鎌
倉
風
致
保
存
会

▽
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

６
月
７
日
十
二
所
果
樹
園
。

14
日
建
長
寺
回
春
院
。
21
日

光
則
寺
。
28
日
東
勝
寺
跡
。

各
９
時
20
分
現
地
集
合
。

▽
梅
販
売
会
８
日
10
時
〜
市

役
所
前
庭
。

▽
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
座
学
11
日

９
時
半
、
鎌
倉
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
。
☎
23
・
６
６
２
１

▼
鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会

▽
バ
ザ
ー
６
月
８
日
10
〜
13

時
、
同
会
深
沢
倉
庫
（
深
沢

中
学
へ
上
る
手
前
の
信
号
右

折
の
長
屋
）。
※
献
品
受
付 

衣
類
・
雑
貨
・
支
援
用
食
糧

品
。
☎
０
８
０
・
６
６
０
２
・

９
４
９
８
▽
書
き
そ
ん
じ
ハ

ガ
キ
で
ア
ジ
ア
寺
子
屋
支
援

未
使
用
切
手
・
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
な
ど
も
。
鎌
倉
市
関

谷
３
８
７
―
13
鎌
倉
ユ
ネ
ス

コ
協
会
・
小
倉
宛
。

▼
な
ん
み
ん
ウ
ィ
ー
ク
in
鎌
倉

　
６
月
15
〜
29
日
。
▽
鎌
倉

な
ん
み
ん
映
画
祭
18
〜
22
日

川
喜
多
映
画
記
念
館
。

▽
な
ん
み
ん
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
＆
ミ
ャ
ン
マ
ー
応
援
ラ
イ

ブ
28
日
13
時
半
、
カ
ト
リ
ッ

ク
雪
ノ
下
教
会
。
▽
ウ
ク
ラ

イ
ナ
写
真
展
24
〜
28
日
カ
ト

リ
ッ
ク
雪
ノ
下
教
会
。
ア
ル

ペ
な
ん
み
ん
セ
ン
タ
ー
☎

55
・
５
４
２
２

▼
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▽
ハ
ス
の
早
朝
開
園
６
月

28
・
29
日
、
７
月
５
・
６
・

８
〜
13
日
・
19
〜
21
日
・

26
・
27
日
７
時
。
▽
フ
ラ

ワ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
１
・
15
日

11
・
14
時
。
▽
園
長
さ
ん
ぽ

８
日
10
時
。
無
料
。
▽
初

夏
の
デ
ジ
カ
メ
教
室
14
日
９

時
半
・
13
時
半
。
千
円
。

申
込
〜
４
日
。
▽
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
栽
培
22
日
11
・
14
時
。

千
円
。
申
込
〜
９
日
。
▽
色

鉛
筆
植
物
画
教
室
「
夏
」
７

月
12
日
10
時
・
13
時
半
。
２

千
円
。申
込
〜
25
日
。入
園
料

４
百
円
。
☎
46
・
２
１
８
８

▼
鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会

▽
玉
縄
首
塚
か
ら
玉
縄
城
址

「
諏
訪
壇
」「
蹴
鞠
場
」
特
別

見
学
６
月
２
・
９
・
24
・
26

日
９
時
、
大
船
駅
南
改
札
・

大
船
観
音
側
歩
行
者
デ
ッ

キ
２
階
集
合
。
約
４・
５
㎞
。

８
百
円
。
▽
浄
明
寺
の
ア
ジ

サ
イ
、
一
条
恵
観
荘
へ 

５
・

11
・
13
・
18
日
９
時
、
鎌
倉

駅
西
口
広
場
集
合
。約
３
㎞
。

８
百
円
。
▽
路
地
歩
き 

旧

川
喜
多
別
邸
か
ら
聖
ミ
カ
エ

ル
教
会
、
カ
ト
リ
ッ
ク
雪

ノ
下
教
会
17
・
20
日
９
時
、

鎌
倉
駅
西
口
広
場
集
合
。

約
３
・
５
㎞
。
８
百
円
。

▽
極
楽
寺
か
ら
稲
村
ガ
崎

へ
21
日
９
時
半
、
極
楽

寺
駅
前
広
場
集
合
。
約

３
・
５
㎞
。
８
百
円
、
保
護

者
同
伴
小
中
学
生
無
料
。

▽
金
沢
文
庫
と
称
名
寺
７
月

２
・
４
・
８
日
９
時
金
沢
文
庫

駅
西
口
広
場
集
合
。約
４
㎞
。

８
百
円
。
☎
24
・
６
５
４
８

▼
北
鎌
倉・台
峯
の
緑
を
と
も
に

▽
山
の
手
入
れ
６
月
14
日
10

時
、
山
ノ
内
配
水
池
脇

▽
山
歩
き
15
日
９
時
、
山
ノ

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
台
峯

緑
の
会
。
☎
０
９
０
・
６
５

０
２
・
２
４
７
０

▼
み
ん
な
で
！ 

き
ら
ら
鎌
倉

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
６
月
20
〜
22
日
10
〜
16
時
、

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

同
セ
ン
タ
ー
で
活
動
す
る
団

体
の
発
表
や
作
品
展
示
、
販

売
、
体
験
な
ど
。
無
料
。
☎

25
・
２
０
３
０

▼
逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

　
亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
６
月

27
日
８
時
〜
14
時
半
。
雑
貨

･

衣
類･

手
造
り
品
な
ど
約

20
店
。
▽
骨
董
市
28
日
７
時

展
示
。
ア
ト
リ
エ
М
☎
22
・

１
７
５
９

▼
５
月
22
日
「
映
画
ア
ン
パ

ン
の
日
」
記
念 

鎌
倉
上
映
会

「
彼
岸
花
」

　
６
月
20
日
17
時
半
、
鎌
倉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。千
円
。

鎌
倉
で
映
画
と
共
に
歩
む

会
☎
０
８
０
・
５
０
５
５
・

３
９
３
５

Ⓒ1958 松竹株式会社

▼
若
い
環
境
活
動
家
と
と
も
に 

「
気
候
変
動
か
ら
人
権
・
平
和

を
考
え
る
」

　
７
月
５
日
12
時
50
分
、
逗

子
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
。

ず
し
平
和
デ
ー
事
前
企
画
。

「
気
候
変
動
を
止
め
な
い
と

若
者
の
未
来
は
な
い
」
と
活

動
す
る
山
本
大
貴
さ
ん
と

学
び
考
え
る
。
７
百
円
、
高

校
生
以
下
無
料
。
要
予
約
。

逗
子
・
葉
山
九
条
の
会
☎

０
４
６
・
８
７
８
・
６
０
４
４

▼
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　
６
月
５
日
・
８
月
７
日
・

９
月
４
日
10
〜
12
時
、
鎌
倉

市
佐
助
の
銀
の
鈴
社
。
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
の
基
礎
知
識

を
学
ぶ
。
７
千
円
。
☎
61
・

１
９
３
０（
４
面
に
ご
案
内
）

▼
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

　
誰
で
も
参
加
で
き
る
地
域

食
堂
。
▽
お
て
ら
食
堂
（
安

国
論
寺
）
６
月
１
日
12
時
半
。

▽
二
階
堂
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

来
」
を
テ
ー
マ
に
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
。
☎

０
４
６
６
・
30
・
１
８
１
６

▼
第
58
回 

鎌
倉
美
術
展

　
６
月
27
日
〜
７
月
１
日
鎌

倉
芸
術
館
。
鎌
倉
美
術
家
協

会
会
員
と
公
募
の
作
品
展
。

☎
０
４
６
３
・
72
・
２
７
０
３

▼
米
満
泰
彦
展
―
反
映

　
６
月
21
〜
28
日
12
〜
18

時
、Gallery 

ジ
ア
ー
ス

（
鎌
倉
市
雪
ノ
下
１
―
６
―
22

☎
25
・
５
２
３
５
）。
自
宅
の

庭
の
薔
薇
を
モ
チ
ー
フ
に
描

い
た
油
彩
画
と
鉛
筆
画
80
点
。「小宇宙」

▼
北
鎌
倉
ギ
ャ
ラ
リ
ー
月

▽
２
０
２
５

紫
陽
花
月

の
猫
た
ち

展
６
月
12

日
ま
で
。 

▽
漆
と
陶
　
時
蔵
工
房
三
人

展 

14
〜
24
日
。
☎
22
・

２
９
１
３

▼
田
中
隆
史
展
―
間
の
か
た
ち

　
６
月
２
〜
21
日
小
町
通
り

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
翆
堂
☎

22
・
３
７
６
９

▼
村
田
良
策
記
念
ア
ト
リ
エ

M
合
同
展

　
６
月
３
〜
８
日
鎌
倉
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
。
油
彩
、
パ

ス
テ
ル
画
、
デ
ッ
サ
ン
な

ど
。
▽
中
国
・
韓
国
・
日
本

の
聖
堂
建
築
を
訪
ね
て 

絵
画

作
品
を
歴
史
解
説
と
と
も
に

▼
シ
ョ
パ
ン
さ
ん
！
我
ら
と

ポ
ロ
ネ
ー
ズ
を
in
鎌
倉
芸
術
館

　
７
月
５
日
13
時
半
、
鎌
倉

芸
術
館
。
川
村
祥
子
さ
ん
の

ピ
ア
ノ
で
バ
ッ
ハ
と
、
が
っ

つ
り
と 

シ 

ョ
パ 

ン
「 

ポ 

ロ 

ネ 

ー 

ズ 

」 

作
品
オ
ン
パ
レ
ー

ド
！
２
千
８
百
円
、
高
校
生

以
下
千
５
百
円
、
前
売
２
千

５
百
円
。
ス
パ
シ
ー
バ
☎

０
９
０
・
６
５
６
８
・
３
８
５
３川村祥子さん

▼
梅
雨
入
り
だ
よ
！
全
員
集
合

　
６
月
15
日
13
時
半
、
鎌
倉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
村

田
望
さ
ん
、
山
瀬
香
緒
さ
ん

ら
の
歌
で
「
雨
に
歌
え
ば
」

「
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
の
雨
傘
」

な
ど
。
み
ん
な
で
歌
う
歌
も
。

２
千
円
。
ス
タ
ジ
オ
エ
ス
ポ

ワ
ー
ル
☎
０
９
０
・
２
２
０
７
・

０
０
３
１

▼
鎌
倉
交
響
楽
団 

第
125
回

定
期
演
奏
会

　
６
月
21
日
14
時
、
鎌
倉
芸

術
館
。ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン「
エ

グ
モ
ン
ト
序
曲
」、
シ
ュ
ー

マ
ン
「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
」
な

ど
。
千
円
。
同
楽
団
☎
31
・

４
３
８
０

▼
鎌
倉
リ
コ
ー
ダ
ー
・
コ
ン

ソ
ー
ト 

ア
ン
サ
ン
ブ
ルBee 

第
39
回
演
奏
会
「
か
わ
る
」

　
６
月
25
日
13
時
半
、
鎌
倉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
エ
ル

ガ
ー「
愛
の
挨
拶
」な
ど
。無
料
。

網
野
方
☎
32
・
６
９
０
１

▼
美
は
す
ぐ
そ
こ
に
―
主
情

派
・
鏑
木
清
方

　
６
月
29
日
ま
で
鏑
木
清
方

記
念
美
術
館
。
情
景
を
切
り
取

り
描
い
た
〝
主
情
派
・
清
方
〞

の
作
品
を
中
心
に
。４
５
０
円
。

☎
23
・
６
４
０
５

▼
♯
鎌
倉
国
宝
館
―
♯
み
ん

な
で
シ
ェ
ア
♯
国
宝
館
宣
伝

部
隊
♯
博
物
館
大
好
き

　
７
月
６
日
ま
で
鎌
倉
国
宝

館
。
円
覚
寺
仏
殿
地
割
図
な

ど
約
30
件
。ス
マ
ホ
撮
影
可
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
を
。４
百
円
。

☎
22
・
０
７
５
３

▼
映
画
雑
誌
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
の

流
儀
― 

近
代
映
画
社
の
仕
事

　
７
月
27
日
ま
で
川
喜
多
映

画
記
念
館
。
映
画
雑
誌
「
Ｓ

Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
」を
取
り
上
げ
、

戦
後
の
日
本
の
映
画
界
で
革

新
的
な
試
み
を
し
て
き
た
近

代
映
画
社
の
仕
事
を
み
る
。

３
百
円
、
鎌
倉
市
民
無
料
。

【
関
連
上
映
】「
ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー

ル
の
恋
人
た
ち
」
６
月
10
・

11
・
13
・
15
日
／「
ク
レ
イ
マ
ー
、

ク
レ
イ
マ
ー
」
10
・
12
・

14
・
15
日
／
「
レ
ナ
ー
ド
の
朝
」

24
・
26
・
27
・
29
日
／
「
リ

バ
ー・ラ
ン
ズ・ス
ル
ー・イ
ッ
ト
」

24
・
25
・
27
・
28
／
「
フ
ォ
レ

ス
ト
・
ガ
ン
プ 

一
期
一
会
」
25
・

26
・
28
・
29
日
。
千
３
百
円
。

☎
23
・
２
５
０
０

▼
清
岡
卓
行
展
―
大
連
、
パ

リ
「
円
き
広
場
」

　
７
月
27
日
ま
で
県
立
神
奈

川
近
代
文
学
館
。
大
連
と
パ

リ
と
の
か
か
わ
り
を
通
し
て

清
岡
卓
行
の
生
涯
と
作
品
を

た
ど
る
。
５
百
円
。
☎
０
４

５
・
６
２
２
・
６
６
６
６

▼
東
海
道
中
膝
栗
毛 

江
戸
の
コ

メ
デ
ィ
ア
ン 

弥
次
さ
ん
喜
多
さ
ん

　
７
月
６
日
ま
で
藤
澤
浮

世
絵
館
。
十
返
舎
一
九
の

「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」
に
ち

な
ん
だ
作
品
の
展
示
。
☎

０
４
６
６
・
33
・
０
１
１
１

▼LOST IN THE TIM
E

　
８
月
３
日
ま
で
藤
沢
市

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
。
藤
沢
ゆ

か
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
集

団
が
「
過
去
・
現
在
・
未

内
うち

山
やま

 智
とも

弘
ひろ

 さん 

消防士を辞め

自然の中での託児を目指す

　
鎌
倉
市
で
２
番
目
に
高
い

山
、
六
国
見
山
（
１
４
７
㍍
）

の
ふ
も
と
。
登
り
口
ま
で
ほ
ん

の
１
分
の
と
こ
ろ
に
自
宅
が
あ

る
。
一
昨
年
秋
、
21
年
務
め
た

東
京
消
防
庁
を
退
職
し
、
こ
こ

で
一
時
預
か
り
の
託
児
所
「
い

い
ね
き
っ
ず
か
ま
く
ら
」
を
始

め
た
。
山
の
頂
上
ま
で
子
ど
も

の
足
で
も
10
分
ほ
ど
。
天
気
が

よ
け
れ
ば
富
士
山
や
相
模
湾
が

望
め
る
。
こ
こ
で
子
ど
も
た
ち

を
、
自
由
に
遊
ば
せ
て
あ
げ
る

こ
と
を
理
想
に
し
て
い
る
。

　
き
っ
か
け
は
小
学
校
３
年
の

長
男
玄
太
君
（
８
）
だ
っ
た
。

幼
稚
園
の
こ
ろ
、
送
り
迎
え
の

際
に
園
庭
で
遊
ん
で
い
る
と
、

ほ
か
の
園
児
も
集
ま
っ
て
き

て
、
も
み
く
ち
ゃ
に
さ
れ
る
。

　「
そ
こ
に
す
ご
く
幸
せ
を
感

じ
た
。
こ
ん
な
に
子
ど
も
た
ち

と
遊
ぶ
こ
と
を
、
心
か
ら
楽
し

む
大
人
が
い
る
の
か
、
と
思
う

ぐ
ら
い
」

　
自
分
を
再
発
見
し
た
。
消
防

士
に
な
っ
た
の
は
、
丈
夫
な
体

を
社
会
の
た
め
に
使
い
た
い
と

思
っ
た
か
ら
。
今
度
は
そ
れ
を

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
使
お
う

と
考
え
た
。

　
埼
玉
県
富
士
見
市
の
生
ま

れ
。
国
士
舘
大
学
を
出
て
、
26

歳
で
東
京
消
防
庁
に
入
っ
た
。

数
年
後
、
選
ば
れ
て
消
防
救
助

機
動
部
隊
（
ハ
イ
パ
ー
レ
ス

キ
ュ
ー
）
に
配
属
さ
れ
た
。
卓

越
し
た
技
能
を
持
つ
隊
員
で
構

成
さ
れ
、
重
機
や
特
別
な
資
機

材
を
使
い
、
震
災
や
特
殊
災
害

で
人
命
救
助
を
す
る
部
隊
だ
。

２
０
１
３
年
10
月
、
伊
豆
大
島

の
台
風
に
よ
る
土
砂
災
害
に
派

遣
さ
れ
、
家
屋
が
崩
壊
し
た
現

場
で
救
助
に
あ
た
っ
た
。
重
機

が
入
れ
ず
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な

ど
で
の
手
作
業
だ
っ
た
。
残
念

な
が
ら
派
遣
期
間
内
に
は
見
つ

け
ら
れ
ず
、
家
族
が
祈
る
姿
が

心
に
残
っ
た
。
翌
年
９
月
に
は

御
嶽
山
の
噴
火
災
害
に
も
派
遣

さ
れ
、
指
揮
本
部
で
部
隊
長
の

補
佐
を
し
た
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
し
て
い
た
。
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
が
し
た
い
と
、
30
歳
の

こ
ろ
、
海
に
近
い
大
船
で
一
人

暮
ら
し
を
始
め
た
。
妻
侑
子
さ

ん
（
43
）
と
出
会
い
、
11
年
前

に
結
婚
。
そ
の
後
、
い
ま
の
家

を
見
つ
け
た
。
米
国
の
大
学
出

身
の
侑
子
さ
ん
は
、
海
外
か
ら

の
一
時
帰
国
の
子
ど
も
を
預
か

る
と
き
な
ど
に
活
躍
し
て
い
る
。

　
週
３
日
は
障
碍
者
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
で
も
働
い
て
い
る
。

重
度
訪
問
介
護
の
資
格
を
と
る

と
き
に
一
人
の
障
碍
者
、
平
田

真
利
恵
さ
ん
と
出
会
っ
た
。
車

い
す
生
活
の
平
田
さ
ん
は
山
が

好
き
と
聞
い
た
が
、
な
か
な
か

機
会
が
な
い
と
い
う
。

　
そ
こ
で
４
月
、
託
児
所
を
利

用
す
る
親
子
や
仲
間
に
声
を
か

け
、
15
人
ほ
ど
で
一
緒
に
六
国

見
山
に
登
っ
た
。
み
ん
な
で
平

田
さ
ん
の
車
い
す
を
押
し
た
り

引
っ
張
り
上
げ
た
り
し
て
、
１

時
間
ほ
ど
か
か
っ
た
が
、
頂
上

は
風
が
気
持
ち
よ
か
っ
た
。

　
翌
日
、体
調
を
尋
ね
る
と「
上

半
身
が
筋
肉
痛
で
す
」
と
の
答

え
。「
体
を
安
定
さ
せ
る
た
め

に
、
平
田
さ
ん
も
が
ん
ば
っ
た

ん
だ
」
と
嬉
し
く
な
っ
た
。

　「
年
齢
、
性
別
、
障
碍
の
あ

る
な
し
に
関
係
な
く
、
一
緒
に

山
に
登
り
た
い
人
を
見
つ
け
、

輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
」。
49

歳
。（
文
・
写
真
　
真
田
正
明
）

半
〜
14
時
半
。

※
フ
リ
マ
・
骨
董
市
出
店
者

募
集
中
。
片
岡
方
☎
０
９
０ 

・
５
４
４
２ 

・
３
７
７
８

▼
第
13
回
こ
え
く
ら
べ 

う
た

く
ら
べ 

た
の
し
い
子
ど
も
音

楽
会 

童
謡・唱
歌
コ
ン
ク
ー
ル 

　
７
月
21
日
12
時
、
藤
沢
市

民
会
館
。
小
６
ま
で
の
歌
え

る
子
。
独
唱
２
分
。
６
月
15

日
ま
で
に
メ
ー
ル
で
申
込
。

絵
画
・
美
術
品
　高
価
買
取

木
版
画 

買
取
強
化

美
術
品
の
買
取

ギャラリー伸
☎24・4081

田
村
　
慶

⑬

豆
腐
ハ
ン
バ
ー
グ
の
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
煮
込
み

新
鎌
倉
料
理

　
鎌
倉
は
梅
雨
入
り
間
近
に
な

り
紫
陽
花
が
咲
き
始
め
、
観
光

客
で
賑
わ
う
シ
ー
ズ
ン
に
な
り

ま
す
。
鎌
倉
の
様
々
な
お
寺
で

観
覧
で
き
ま
す
。
紫
陽
花
の
花

の
色
は
土
壌
の
Ｐ
Ｈ
に
よ
っ
て

変
わ
り
酸
性
が
強
い
ほ
ど
青
く

な
り
、
ア
ル
カ
リ
性
に
近
い
ほ

ど
赤
く
染
ま
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
今
回
は
ジ
メ
ジ
メ
し
た
気

候
に
負
け
じ
と
、
爽
や
か
な
一

品
に
仕
立
て
ま
し
た
。

●
材
料
（
２
人
前
）

【
ハ
ン
バ
ー
グ
】
▽
木
綿
豆
腐

１
５
０
㌘
▽
豚
ひ
き
肉
１
５
０

㌘
▽
玉
ね
ぎ
１
個
（
半
分
は
中

身
、
半
分
は
ソ
ー
ス
）

▽
片
栗
粉
大
さ
じ
１
杯

▽
醤
油
小
さ
じ
１
杯

【
ソ
ー
ス
】
▽
ト
マ
ト
缶

（
ピ
ュ
レ
）１
缶
▽
ズ
ッ
キ
ー

ニ
１
／
２
本
▽
玉
ね
ぎ
（
１

／
２
個
）
▽
エ
リ
ン
ギ
1
本

▽
水
１
０
０
㏄
▽
砂
糖
小
さ

じ
１
杯
▽
１
／
２
コ
ン
ソ
メ

小
さ
じ
１
杯
▽
胡
椒
適
量

▽
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
適
量
。

●
作
り
方

①
玉
ね
ぎ
を
粗
み
じ
ん
切
り
に

し
て
半
分
を
②
で
使
う
。

②
豆
腐
の
水
分
を
良
く
切
り
、

ひ
き
肉
、
玉
ね
ぎ
、
片
栗
粉
、

醤
油
と
合
わ
せ
て
良
く
こ
ね

て
、
成
形
す
る
。

③
②
を
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
き
め

を
付
け
て
お
く
。

④
【
ソ
ー
ス
】
の
野
菜
を
1
㌢

角
に
切
り
に
し
、
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
で
炒
め
、
ト
マ
ト
缶
、
調

味
料
を
加
え
て
沸
騰
さ
せ
る
。

⑤
③
を
入
れ
て
弱
火
で
10
分
程

煮
て
器
に
盛
り
付
け
て
完
成
。

（
創
作
和
料
理
近
藤
　
副
料
理
長
）

「
ヘ
ル
シ
ー
な
の
に
満
足
感
た
っ
ぷ
り
」

ニ
ス
、
点
字
の
話
、
手
話
で

の
話
。
25
日
車
い
す
ユ
ー

ザ
ー
の
話
と
ボ
ッ
チ
ャ
体

験
、
要
約
筆
記
、
防
災
と
福

祉
の
話
。
無
料
。
要
申
込
。

鎌
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎

23
・
１
０
７
５

２
千
５
百
円
。
藤
沢
音
楽
家

協
会koekurabefujisawa@

gmail.com

▼
夏
休
み 

子
ど
も
福
祉
体
験

　
７
月
24
・
25
日
10
〜
12
時

半
、鎌
倉
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

24
日
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ

鎌倉市中央図書館 （4月分）
　鎌倉市中央図書館 (☎ 25･2611) は４月に一般196冊、児
童書 31冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
　▼「スーパーＡＩが人間を超える日」竹内薫著　プレジ
デント社▼「改正博物館法で博物館はどうなる」金山喜昭
編　同成社▼「江戸時代を知る、楽しむ。」永井義男監修
Gakken ▼「江ノ電沿線歴史散歩」内海恒雄著　江ノ電沿
線新聞社▼「平和の条件」岩波文庫　E.H. カー著　岩波
書店▼「楽天証券社長と行動ファイナンスの教授が『間違
いない資産づくり』を真剣に考えた」楠雄治著　日経BP
▼「からだにいい家のつくり方」エクスナレッジムック『Ｆ
Ｐの家』グループ工務店著　エクスナレッジ　▼「図書館
を建てる、図書館で暮らす」橋本麻里著　新潮社
　▼「今さら聞けない料理のこつ」だいわ文庫 　有元葉子著
大和書房▼「とびきり簡単、とびきりおいしい志麻さ
んちのおやつ」生活実用シリーズ 　タサン志麻著　
NHK 出版▼「大阪・関西万博ぴあ」ぴあMOOK　ぴ
あ▼「半日陰を生かした美しい庭づくり」増田由希子著
家の光協会▼「スマホで困ったときの大事典」ONE 
COMPUTER MOOK ワン・パブリッシング▼「これで眠
くならない！能の名曲 60選　中村雅之著　誠文堂新光社
▼「俳諧大要」岩波文庫　正岡子規著　岩波書店▼「ゲーテ
はすべてを言った」鈴木結生著　朝日新聞出版▼「湘南機
動鑑識隊朝比奈小雪」徳間文庫　鳴神響一著　徳間書店
▼「ご利益ごはん」角川文庫　椰月美智子著　KADOKAWA

　
小
泉
八
雲（
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・

ハ
ー
ン
）
は
１
８
６
８
年
の
大

半
を
ロ
ン
ド
ン
の
貧
民
街
で
過

ご
し
た
。
産
業
革
命
の
完
成
期

の
繁
栄
が
咲
き
誇
る
ロ
ン
ド
ン

で
、
時
代
に
取
り
残
さ
れ
た
、

生
活
に
あ
え
ぐ
人
々
の
群
れ
を

つ
ぶ
さ
に
目
撃
し
て
い
る
。
彼

も
そ
の
貧
し
い
群
衆
の
一
人
と

い
っ
て
よ
か
っ
た
。
大
叔
母
か

ら
見
放
さ
れ
、
仕
事
に
も
つ
け

ず
、
ロ
ン
ド
ン
を
放
浪
者
の
よ

う
に
さ
ま
よ
い
歩
く
生
活
ぶ
り

で
あ
っ
た
。

産
業
革
命
完

成
期
の
ロ
ン

ド
ン
の
裏
世

界
を
い
や
と

い
う
ほ
ど
見

せ
つ
け
ら
れ

た
。
彼
は
人
間
社
会
の
弱
肉
強

食
ぶ
り
、
富
め
る
も
の
と
貧
し

い
者
の
格
差
社
会
を
つ
ぶ
さ
に

体
験
し
た
の
だ
っ
た
。

　
19
歳
の
時
、
機
会
を
得
て
、

ア
メ
リ
カ
の
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
に

渡
る
が
、
ロ
ン
ド
ン
で
見
聞
き

し
た
白
人
主
導
の
搾
取
社
会
へ

の
批
判
の
目
は
、
さ
ら
に
ア
メ

リ
カ
に
お
い
て
も
鋭
く
な
り
、

八
雲
の
一
生
を
貫
く
も
の
と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
シ
ン
シ
ナ

テ
ィ
、
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
と

点
々
と
す
る
が
、
新
聞
記
者
と

し
て
認
め
ら
れ
る
二
十
三
、四

歳
ご
ろ
ま
で
は
、
食
う
や
食
わ

ず
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
英
米
中
心
の
近
代
文
明
が

は
ら
む
資
本
主
義
の
功
罪
を
、

イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
で
の
辛

い
体
験
を
通
じ
て
学
ん
で
い
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
今
日
起
こ
っ
て
い
る
欧
米
中

心
の
資
本
主
義
と
民
主
主
義
の

矛
盾
と
限
界
を
、
八
雲
は
19
世

紀
末
に
お
い
て
す
べ
て
体
験
し

て
、
日
本
へ
や
っ
て
き
た
と
い

っ
て
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
白

人
中
心
主
義
、
資
本
主
義
、
格

差
社
会
の
先
に
あ
る
世
界
と
は

何
か
、
を
夢
想
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

そ
れ
が
、
日
本
行
き
の
決
定
的

な
要
因
を
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

　
当
時
（
明
治
23
年
代
）
の
日

本
に
は
、
英
米
の
資
本
主
義
社

会
と
は
違
う
、
人
間
ら
し
い
、

平
和
な
生
活
が
あ
る
と
い
う
確

信
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

　（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
・

鎌
倉
て
ら
こ
や
顧
問
）

小
泉
八
雲
は
な
ぜ
に
日
本
に
や
っ
て
来
た
の
か

池
田
雅
之

64

『新編　日本の面影Ⅱ』
ラフカディオ・ハーン著

美術館・文学館めぐり
県立近代美術館 葉山
☎ 046・875・2800

日本画コレクション再発見と片岡球
子「蔦屋重三郎の浮世絵師たち」

狩野探雪の屏風や片岡球子面
構シリーズ東洲斎写楽など

～ 6/29
1200 円

県立近代美術館 鎌倉
☎ 22・5000

木茂先生の挿絵考 
併陳：近代の洋画

青木茂さんの旧蔵書「青木
文庫」を紹介

～ 7/21
250 円

鎌倉国宝館
☎ 22・0753

♯みんなでシェア♯国宝館
宣伝部隊♯博物館大好き

円覚寺仏殿造営図、十二神
将立像のうち巳神将など

～ 7/6
400 円

鏑木清方記念美術館
☎ 23・6405

美はすぐそこに
－主情派・鏑木清方

情景を切り取り描いた“主
情派”清方の作品を中心に

～ 6/29
450 円

鎌倉市川喜多映画記
念館☎ 23・2500

映画雑誌ＳＣＲＥＥＮの
流儀－近代映画社の仕事

戦後の日本の映画界で革新的な試み
をしてきた近代映画社の仕事をみる

～7/27 300円
鎌倉市民無料

鎌倉歴史文化交流館
☎ 73・8501

平泉から鎌倉へ
－兵どもが夢の先

出土品を通して平泉藤原氏の英
華や鎌倉へ伝わった文化を紹介

～ 6/21
400 円

鎌倉文華館 鶴岡ミュー
ジアム☎ 55・9030

鶴岡八幡宮の
いまとむかし

信仰、大銀杏の軌跡、境内の変遷な
ど時流の中の鶴岡八幡宮の姿に迫る

～ 6/8
600 円

観音ミュージアム
☎ 22・6100

ようこそ
あじさい観音さま

あじさい屏風や長谷観音像
に関する作例の展示

～ 7/13
500 円

北鎌倉葉祥明美術館
☎ 24・4860

YOH Shomei
いちご新聞の世界

いちご新聞の葉祥明の連載
の一部を振り返る

～ 7/11
600 円

北鎌倉古民家ミュー
ジアム☎ 25・5641

舌ヒデ子の河童さん展
あじさいの小径とあじさい展

陶彫刻、墨彩画、器など
100 種以上のあじさい

～ 7/6
600 円

県立金沢文庫
☎ 045・701・9069

斜読徒然草－近代読書
のたのしみかた

絵本、絵巻、屏風、刊本の
所蔵の徒然草コレクション

～ 7/13
250 円

藤澤浮世絵館
☎ 0466・33・0111

東海道中膝栗毛 江戸のコメ
ディアン弥次さん喜多さん

十返舎一九の「東海道中膝栗
毛」にちなんだ作品の展示

～ 7/6
無料

藤沢市アートスペース
☎ 0466・30・1816

LOST IN THE TIME
－Eastside Transition THE MURAL

藤沢市ゆかりのアーティス
ト集団による展覧会

～ 8/3
無料

山口蓬春記念館
☎ 046・875・6094 山口蓬春の模写の魅力

美術学校時代からの模写
『紫式部日記絵巻』など

6/7 ～ 9/15
600 円

横須賀美術館
☎ 046・845・1211

箱根・芦ノ湖成川美術
館コレクション展

「アートでつなぐ山と海」箱
根・横須賀連携企画第3弾

～ 6/22
1300 円

茅ヶ崎市美術館
☎ 0467・88・1177

うつわの彩り 吉田耕三
と北大路魯山人

美術評論家・吉田耕三のコレクショ
ンから北大路魯山人の作品など

6/17 ～ 8/24
1000 円

神奈川近代文学館
☎ 045・622・6666

清岡卓行展－大連、パ
リ『円き広場』

2つの都市を通して清岡卓
行の生涯と作品をたどる

～ 7/27
500 円

大佛次郎記念館
☎ 045・622・5002

「星の文人 野尻抱影の
宇宙」

大佛次郎の末弟 野尻抱影の
のエッセイや資料を紹介

～ 8/31
200 円

そごう美術館
☎ 045・465・5515

GLAM－黒柳徹子、時
代を超えるスタイル

黒柳徹子のスタイルをファッ
ションを中心に紐解く

～6/29 2000円
（土日祝2400円）

多世代交流～子どもから大人までだれでも参加・楽しく交流～
鎌倉市在住の小学生以上対象　６月２日９時から各センターへ申込（先着順）

施　設　名 催　し　名 日　時

名越やすらぎセンター
☎25・1188

～自分で打って、そばを味わう
「そば打ち体験教室」（500 円） 6月14日14時

～簡単な英会話を交えて七夕飾りを作る
「英語で楽しもうStar Festival」（300円）7月5日14時

腰越なごやかセンター
☎31・0800

キッチンハーブの寄せ植えと梅雨の過ごし方（1500 円）6月22日10時
大人も子供ドドン！と和太鼓体験 7月20日10時

教養センター
☎32・1221

ナイフを使わない消しゴムはんこ作り（500円）6月21日10時
～季節の上生菓子を作ろう「和菓子作り体験」（1000円）7月19日10時

今泉さわやかセンター
☎45・4611

季節の花の折り紙教室（500 円） 6月21日10時
書でうちわ作り体験（500 円） 7月26日10時

玉縄すこやかセンター
☎47・1338

～うちの犬もなれるかな「セラピードックって、なぁに？」6月21日13時半
～カブトムシの飼い方「生き物育成講座」（500 円）7月26日10時

「
武
士
の
都
の
記
憶
～
鎌
倉
は
な
ぜ
世
界
遺
産
で
は
な
い
の
か
」

　
６
月
22
日
13
時
、
鎌
倉
商

工
会
議
所
ホ
ー
ル
。

▽
記
念
式
典
　
13
時
。

▽
記
念
講
演
　
13
時
45
分
。

　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所 

高
橋
慎
一
朗
教
授
。
無
料
。

申
込
不
要
。
鎌
倉
同
人
会
☎

61
・
１
９
３
０

鎌
倉
同
人
会
創
立
１
１
０
周
年
記
念
式
典 

講
演
会

鎌 倉 朝 日 ２０２５年（令和７年）６月１日 （２）（３） 第555 号 1部　220 円


